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消費税などの啓発・広報活動を推進 「
正
し
く
収
め
正
し
く
使
う
」
認
識
大
切

3
年
ぶ
り
に
総
会
を
開
催

　

青
梅
間
税
会
は
５
月
18
日
、
羽
村

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

で
第
58
回
通
常
総
会
を
開
き
ま
し

第 58 回通常総会であいさつする田村会長

手塚組土木工事の請負
建設工事の請負
〒198-0023 青梅市今井2-1052 ☎0428-32-3066

株式会社

消費税を中心とする間接税制度の確立を

た
。
令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
を
全
会

一
致
で
承
認
し
た
ほ
か
、
常
任
理
事
と
理
事

な
ど
役
員
の
一
部
改
選
を
行
い
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
通
常

総
会
は
令
和
２
年
度
、
令
和
３
年
度
が
中
止

と
な
り
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
委
任
状
を
含
め
１
３
１
会
員
が
出
席

し
ま
し
た
＝
関
連
記
事
４
、
6
ペ
ー
ジ
。

　

令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
落
ち
着
き
を
見
て
、
税
制
や
執
行

に
関
す
る
講
演
会
へ
の
参
加
、
税
を
考
え
る

週
間
へ
の
参
加
、「
税
の
標
語
」
の
募
集
活
動

な
ど
を
通
し
、
消
費
税
な
ど
に
関
す
る
啓
発
・

広
報
活
動
な
ど
の
推
進
を
行
っ
て
い
く
こ
と

や
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
会
員
増
強

に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

田
村
実
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、「『
世
の
中

を
良
く
す
る
た
め
の
税
金
。
正
し
く
収
め
、

正
し
く
使
う
』
と
の
認
識
を
多
く
の
人
に
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
ま
す
ま
す
大
切
な
時
代

と
な
っ
て
い
ま
す
。
間
税
会
は
そ
の
た
め
に

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
力
強
く
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

青
梅
税
務
署
の
庵い

は
ら原

哲
也
署
長
が
来
賓
代

表
で
あ
い
さ
つ
し
、
税
の
標
語
の
募
集
で
多

く
の
応
募
を
集
め
た
青
梅
間
税
会
の
努
力
を

称
え
、「
今
後
も
消
費
税
推
進
団
体
と
し
て
租

税
の
啓
発
、
広
報
、
教
育
へ
の
取
り
組
み
に

理
解
と
協
力
を
願
い
た
い
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
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令
和
4
年
度

役
員
の
紹
介

　
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
益
々

ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
平
素
か
ら
皆

さ
ま
に
は
青
梅
間
税
会
の
運

営
に
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
青
梅
税

務
署
の
庵
原
哲
也
署
長
を
は

じ
め
署
幹
部
の
皆
さ
ま
に
は

多
岐
に
わ
た
る
ご
指
導
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を

改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

現
在
、
世
界
は
足
掛
け
３

年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
で
苦

難
と
の
戦
い
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
自

然
感
染
に
よ
る
集
団
免
疫
力
の
広
が
り

の
ほ
か
、
治
療
法
、
治
療
薬
の
進
展
で
、

欧
米
を
中
心
に
マ
ス
ク
着
用
や
行
動
の

規
制
が
撤
廃
に
向
か
う
な
ど
収
束
へ
の

兆
し
が
見
え
、
日
本
で
は
３
年
ぶ
り
に

行
動
規
制
の
な
い
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
２
月
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
は
世
界
に
衝
撃
を
与
え
、
戦
禍

は
拡
大
を
続
け
て
い
ま
す
。
原
油
や
穀

物
価
格
の
高
騰
な
ど
各
国
に
急
激
な
イ

ン
フ
レ
を
も
た
ら
し
、
経
済
の
先
行
き

に
も
不
透
明
感
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。

　

早
期
の
コ
ロ
ナ
収
束
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
１
日
も
早
い
平
和
が
訪
れ
る
こ
と
を

願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
政
府
の
的

確
な
経
済
対
策
と
安
全
保
障
政
策
、
そ

し
て
平
和
外
交
に
強
く
期
待
す
る
も
の

で
す
。

　

さ
て
、
青
梅
間
税
会
は
、
税
収
の
根

幹
を
な
す
消
費
税
の
知
識
の
普
及
、
納

税
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
活
動
を

積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

の
沈
静
化
が
あ
る
程
度
見
通
せ
る
今
年

度
は
、
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
も

積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
５
月
18

日
の
第
58
回
通
常
総
会
で
は
、
税
の
標

語
の
募
集
活
動
な
ど
令
和
３
年
度
の
活

動
報
告
な
ら
び
に
令
和
４
年
度
の
活
動

計
画
を
全
会
一
致
で
ご
承
認
い
た
だ
け

ま
し
た
。

　
「
世
の
中
を
良
く
す
る
た
め
の
税
金
。

正
し
く
収
め
、
正
し
く
使
う
」
と
の
認

識
を
多
く
の
人
に
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
ま
す
ま
す
大
切
な
時
代
と
な
っ
て
い

ま
す
。
間
税
会
は
そ
の
た
め
に
活
動
し

て
ま
い
り
ま
す
。
若
い
世
代
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
会
員
各
位
の
ご
繁
栄
と
ご

健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

世
の
中
を
良
く
す
る
た
め
の
税
金

若
い
人
に
も
積
極
的
な
参
加
を

田中利明副会長
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青
梅
税
務
署
長
の
庵
原
で

ご
ざ
い
ま
す
。
青
梅
間
税
会

の
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

　

田
村
会
長
を
は
じ
め
、
青

梅
間
税
会
の
役
員
並
び
に
会

員
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
平
素

よ
り
税
務
行
政
の
円
滑
な
運

営
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご

理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を

賜
わ
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
の
青
梅
間
税
会
の

活
動
に
つ
き
ま
し
て
、「
税

の
標
語
」
の
募
集
活
動
に
、

よ
り
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
、
令
和
３
年
度
は
令
和
２

年
度
に
比
べ
１
０
０
０
点
以
上
も

多
い
２
３
１
３
点
の
作
品
数
の
応

募
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

応
募
さ
れ
た
作
品
は
ど
れ
も

「
税
」
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
素
晴

ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
子
供

た
ち
が
税
に
つ
い
て
考
え
る
非
常
に

良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
消
費
税
推
進
団
体
と

し
て
租
税
の
啓
発
、
広
報
、
教
育
へ

の
取
り
組
み
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
５
年
10
月
か
ら
実
施

さ
れ
ま
す
「
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
」、
い
わ
ゆ
る
消
費
税
の
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
関
す
る
適
格
請
求
書

発
行
事
業
者
の
登
録
申
請
が
令
和

３
年
10
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　

事
業
者
の
方
が
令
和
５
年
10
月

の
制
度
開
始
の
時
か
ら
イ
ン
ボ
イ

ス
を
交
付
す
る
た
め
に
は
、
原
則
、

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
登
録

申
請
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

令
和
５
年
３
月
に
近
づ
く
に
つ

れ
て
登
録
申
請
が
増
加
し
、
通
知
ま

で
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
の
で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開

始
に
向
け
た
準
備
作
業
を
ス
ム
ー

ズ
に
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

登
録
を
予
定
さ
れ
て
い
る
青
梅
間

税
会
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
早
め
に
ご
対
応
い
た
だ
き
、
申

請
手
続
はe-Tax

の
御
利
用
を
是
非

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
事

業
者
の
皆
様
に
制
度
の
内
容
を
十

分
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
準
備
を
円

滑
に
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
間

税
会
の
皆
様
と
の
連
携
協
調
を
図

り
な
が
ら
制
度
の
周
知
・
広
報
等
に

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
間
税
会
の
会
員
の
皆
様

及
び
お
取
引
先
等
へ
の
制
度
周
知

に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
青
梅
間
税
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
さ
ま

方
の
ご
健
勝
と
ご
事
業
の
ご
繁
栄

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
開
始
に
向
け

た
準
備
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に

柴崎記賢副会長
㈱西多摩新聞社

伏見博志副会長
西東京ケアセンター

大和田龍之助副会長
㈱オオワダ

小野崇夫副会長
（医）仁成会高木病院

渡邊喜助副会長
ワタヤ商事㈱

署長あいさつ

庵原哲也署長
青梅税務署
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令和３年度事業報告

　
令
和
３
年
度
は
前
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
思
う
よ
う
に
事
業
が
実
施
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
で
も
感
染
症
対
策
に
努
め
、
税
の

大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
活
動
を
し
っ
か
ち
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　

４
月
は
臨
時
役
員
会
を
開
き
、
中
止
と
な
っ

た
通
常
総
会
の
議
案
書
案
を
審
議
（
事
業
・
決

算
・
予
算
・
役
員
）
し
、
承
認
し
ま
し
た
。
理

事
会
を
計
３
回
、
臨
時
役
員
会
を
２
回
開
催
し
、

組
織
の
拡
大
と
強
化
、
青
年
部
・
女
性
部
の
育

成
強
化
、
会
の
財
源
の
確
保
な
ど
方
向
性
を
検

討
、
確
認
し
ま
し
た
。

（令和３年 4 月 1 日～令和４年 3 月 31 日）　

税の大切さを知っても
らう活動しっかち実施

　

消
費
税
等
に
関
す
る
啓
蒙
と
宣
伝
活
動

と
し
て
、
税
を
考
え
る
週
間
「
税
の
標
語
」

の
募
集
活
動
を
行
い
、
２
１
６
９
人
か
ら

２
３
１
３
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
青
梅

税
務
署
署
長
賞
な
ど
入
賞
作
品
を
選
出
し

ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
11
月
の
「
税
を
考

え
る
週
間　

書
道
展
」
に
合
わ
せ
展
示
し

ま
し
た
＝
記
事
５
ペ
ー
ジ
。

　

ま
た
、
９
月
に
は
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
狭

山
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
行
い
、
32
人
が
参
加

し
、
参
加
者
相
互
の
理
解
と
親
睦
を
深
め

ま
し
た
＝
記
事
７
ペ
ー
ジ
。

　

青
梅
税
務
署
の
納
税
表
彰
は
、
田
村
実

会
長
が
東
京
国
税
局
長
表
彰
、
小
作
和
浩

副
会
長
が
青
梅
署
長
表
彰
、
井
草
誠
青
年

部
長
が
青
梅
署
長
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し

た
＝
記
事
５
ペ
ー
ジ
。

　

残
念
な
が
ら
青
梅
産
業
観
光
ま
つ
り
や

あ
き
る
野
産
業
祭
で
間
接
税
に
つ
い
て
広

報
す
る
出
展
事
業
や
確
定
申
告
期
の
広
報

車
の
運
行
、
会
員
参
加
の
研
修
会
は
い
ず

れ
も
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

「税の標語」募集　２３１３点と大幅増

産業祭への出展活動や確定申告期の広報車運行は引き続き中止に

コロナ禍の困難な中、理事会は 3 回開催されました
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消費税を中心とする間接税制度の確立を

　
青
梅
間
税
会
が
主
催
す
る　
「
税
の

標
語
」
の
優
秀
作
品
展
示
会
が
令
和

３
年
11
月
12
日
か
ら
３
日
間
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
日
の
出
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
、
応
募
２
３
１
３
点
か
ら
選

ば
れ
た
入
賞
作
品
30
点
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
「
な
る

ほ
ど
」
と
う
な
ず
き
な
が
ら
、
税
へ

の
関
心
を
高
め
て
い
ま
し
た
。
展
示

は
前
年
に
次
い
で
西
多
摩
地
区
小
学

生
『
税
を
考
え
る
週
間
』
書
道
展
に

合
わ
せ
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
消
費
税
　
だ
れ
も
が
で
き
る
第
一

歩
　
ぼ
く
も
わ
た
し
も
納
税
者
」

「
税
の
標
語
」
の
優
秀
作
品
展
示
会

れ
も
が
で
き
る
第
一
歩　

ぼ
く
も
わ

た
し
も
納
税
者
」
が
青
梅
税
務
署
長

賞
を
射
止
め
ま
し
た
。
次
代
を
担
う

子
ど
も
ら
し
い
表
現
で
消
費
税
の
役

割
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
の
主
な
入
賞
作
品
は
次

の
通
り
で
す
。
敬
称
略

　

▼
全
国
間
税
会
総
連
合
会
入
選
＝

湯
本
美
羽
（
瑞
穂
町
立
五
小
６
年
）「
調

べ
て
知
ろ
う
税
の
こ
と　

し
っ
か
り

納
め
て
明
る
い
社
会
」
▼
東
京
国
税

局
間
税
会
連
合
会
入
選
＝
関
田
優
月

（
福
生
市
立
福
生
一
中
２

年
）「
Ｙ
ｅ
ｓ
、
納
税　

Ｎ
Ｏ
、
脱
税　

み
ん
な
で

創
る
安
心
な
国
」
▼
青
梅

間
税
会
長
賞
＝
加
藤
陽
裕

（
福
生
市
立
福
生
四
小
６

年
）「
消
費
税　

日
本
助

け
る　

ナ
ン
バ
ー
１
」
▼

青
梅
間
税
会
青
年
部
長
賞

＝
杉
森
天
音
（
羽
村
市
立

羽
村
二
中
２
年
）「
納
税

で　

誰
か
に
広
が
る　

笑

顔
の
輪　

め
ぐ
り
め
ぐ
っ

て　

あ
な
た
の
も
と
に
」。

納
税
表
彰
　
納
税
協
力
、
租
税
教
育
な
ど
に
功
労

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」（
令
和
３
年

11
月
11
日
～
17
日
）
に
合
わ
せ
、
青

梅
税
務
署
（
庵
原
哲
也
署
長
）
は
、

青
梅
市
東
青
梅
の
同
署
で
納
税
協
力
、

租
税
教
育
な
ど
の
功
労
者
に
表
彰
状

を
贈
り
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
12
人
で
、
青
梅
間
税
会

か
ら
は
田
村
実
会
長
が
東
京
国
税
局

長
表
彰
、
小
作
和
浩
副
会
長
が
青
梅

署
長
表
彰
、
井
草
誠
青
年
部
長
が
青

梅
署
長
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
田
村
会
長
は
、
青
梅
間
税
会

会
長
と
し
て
税
知
識
の
普
及
な
ど
に

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
な

ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
団
体
の
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。
敬
称
略

　

▼
青
梅
署
長
表
彰
＝
青
梅
法
人
会

副
会
長
・
吉
岡
一
三
、
同
理
事
・
酒

井
透
、
同
常
任
理
事
・
高
野
真
人
、

東
京
小
売
酒
販
組
合
副
支
部
長
・
塩

野
恵
司
▼
同
感
謝
状
＝
青
梅
法
人
会

常
任
理
事
・
小
林
英
雄
、
同
常
任
理
事
・

栗
原
宏
二
、
同
常
任
理
事
・
瀬
古
毅
、

同
理
事
・
井
上
忠
雄
、
同
常
任
理
事
・

小
作
敏
之
。

　

羽
村
市

立
富
士
見

小
５
年
の

小
松
凜
士

さ
ん
の「
消

費
税　

だ

展示作品を前に消費税の大切さを伝える
田村会長（左）と新井副会長

東京国税局長表彰に田村会長

納税表彰を受けた小作副会長、田村会長、井草青年部長
（左から）。左から 2 人目は庵原青梅税務署長

〒205-0001　東京都羽村市小作台 5-9-9  ヒルズオザク

有限会社  沖商事
代表取締役 小作　和浩

☎042-555-9200  fax042-554-0593 Ｅ-mail: oki.19861024@gmail.com

有限会社山源産業
東京都羽村市川崎 3丁目 6番 11 号
☎042-554-3025　Fax042-554-3045
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消費税を中心とする間接税制度の確立を

羽村ドーム
バッティングスタジアム

☎042‐555‐8004

　診療時間　　   月     火　水     木　金　土　日・祝
  9:30 ～ 13:00　 ○　○　○     ○　○　○　　/
14:30 ～ 19:00　○     ○　○     ○　○　☆　　/

羽村市神明台 1-22-1 ☎042-533-5157　Ｐ有

https://www.hirai-dp.com/
キッズルーム
　　を完備休診日：日曜・祝日 ☆土曜午後は 18:00 まで

歯科・小児歯科・矯正歯科
歯科口腔外科

　　　　令和４年度事業計画　
　　　　　　　　　　　（事業計画令和４年 4月 1日～令和５年 3月 31 日）

１.　通常総会の開催（令和４年 5 月 18 日水曜日）
２.　役員会（理事会、正副会長会）の開催　（年６回の予定） 
３.　消費税、印紙税等の税法説明会、税務研修会等、諸行事の開催
　(1)　講演会の開催、他団体の講演会等への参加
　(2)　印紙税部会との連携と指導
４.　西多摩納税推進協議会との協力・連携
　(1)　税を考える週間行事への参加、協力（10 月末～ 11 月）
　(2)　確定申告広報活動の実施（2 月第 4 週～ 3 月第２週）
５．  全間連（全国間税会連合会）、局間連（東京国税局間税会連合会）
　(1) 　 西東京間税会連合会との協力・連携
　(2) 　「税の標語」の募集活動（4 月～ 8 月）
６．  会員増強、加入勧奨の促進及び組織の充実と強化
　(1)　会員相互の親睦と連携
　　　（講演会、見学会、ゴルフコンペ、納涼会等の活動を計画）
　(2)　 「会報」の発行と「ホームページ」による、組織の活性化
　(3)　青年部の活動協力と支援
　(4)　青梅市産業祭、あきる野市産業祭

※上記の事業計画は、新型コロナ感染症拡大防止のため、中止または延期になる場合が

ありますのでご了承下さい。

ウイズコロナ、新たな日常の中で活動を進めてまいりましょう

青梅間税会とは
　青梅間税会は、「消費税　活かすみんなの　間税会」をキャッチフレーズに、消費税を中

心とした間接税の納税者と間税会活動に賛同していただける方々で組織する団体で、円滑な

税務運営に協力しています。

　これからますます重要になっていく消費税が、国民の皆さまに理解され、より安定した税

制として定着するよう、税の啓発・広報活動や税制改善意見の具申などを行っています。　
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消費税を中心とする間接税制度の確立を

☎042-595-8050　Fax042-524-2870

国の助成金を活用してますか？
雇用保険に加入さえしていれば、規模にかかわらず
返済不要の助成金が申請可能です。
相談無料・着手金０・前金なし（安心してご相談ください）

金野社会保険労務士事務所

　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
令
和
３

年
９
月
16
日
、
狭
山
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

32
人
が
参
加
。
新
ぺ
リ
ア
方

式
で
行
わ
れ
、
18
ホ
ー
ル
で

打
数
を
競
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
前
年
の
20
人
を
大
き
く

上
回
り
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
、

プ
レ
ー
を
通
し
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
上
で
は
「
ナ
イ
ス
パ
ッ
ト
」

「
惜
し
い
」
な
ど
と
互
い
に
声
を
掛
け

合
い
な
が
ら
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

福
田
大
介
さ
ん
が
ネ
ッ
ト

69
（
グ
ロ
ス
81
）
で
優
勝
。

75
の
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
で
回

っ
た
小
野
修
さ
ん
が
ネ
ッ
ト

71
・
４
で
準
優
勝
し
ま
し
た
。

３
位
は
同
71
・
８
（
グ
ロ
ス

79
）
で
岩
本
茂
正
さ
ん
、
４

位
は
同
72
・
６
（
同
93
）
で

指
田
勇
さ
ん
、
５
位
は
同

72
・
６
（
同
99
）
で
宗
像
大

介
さ
ん
、
６
位
は
同
73
・
４

（
83
）
で
中
野
明
夫
さ
ん
で

し
た
。

　

大
和
田
龍
之
助
大
会
実
行

委
員
長
は
「
多
く
の
参
加
者

が
あ
り
明
る
い
コ
ン
ペ
に
な

っ
た
。
青
年
部
を
は
じ
め
皆

さ
ん
に
大
会
を
盛
り
上
げ
て

も
ら
い
感
謝
し
て
い
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
青
梅
間
税
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

４
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
写
真
を
羽
村
市
の
根
が
ら

み
前
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
に
変
更
し
、

明
る
く
し
た
ほ
か
、
活
動
報
告
を
随

時
更
新
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
「
会
員
紹
介　

皆

さ
ん
を
訪
ね
て
」
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
取
材
、
掲

載
を
し
て
い
き
ま
す
。
堅

苦
し
い
も
の
に
な
ら
ず
、

親
し
み
や
す
い
も
の
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
情

報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ご
連
絡
は
０
９
０

（
８
４
６
０
）
９
６
８
８

岡
村
ま
で
。

Ｈ
Ｐ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

32
人
が
参
加
︑
親
睦
深
め
る

福
田
大
介
さ
ん
が
優
勝

和やかな雰囲気で親睦を深めました

親睦のゴルフコンペ

会員紹介コーナーを新設

多摩包装工業（株）
東京都羽村市緑ヶ丘 5丁目 10－5

輸出・国内梱包・運送

☎042-555-1177

㈲沖屋
羽村市五ノ神 1丁目 3番地 13

☎042-554-5948

アパートの事は何でもご相談ください！東京 25区管内の政治・行政、経済、社会、トピックス
毎週土曜日配信。タブロイド判を PDF で

                        090‐8460‐9688　
okamura.nobuyoshi@gmail.com
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不動産売買・賃貸・建設・リフォーム・設計監理　地元で愛されて 36年

東京都知事免許（８）第 57610 号　東京都知事許可（特‐29）第 106846 号東京都知事免許（８）第 57610 号　東京都知事許可（特‐29）第 106846 号

あきる野市野辺 465‐1
http://www.akiruno-ics.co.jp 042-559-3021（代）

医療法人社団　久遠会
介護老人保健施設

西東京ケアセンター

〒198-0051 東京都青梅市友田町 3丁目 136 番地 1〒198-0051 東京都青梅市友田町 3丁目 136 番地 1

TEL : 0428-25-1171　FAX : 0428-25-1172TEL : 0428-25-1171　FAX : 0428-25-1172

入所サービス ショートステイ
通所リハビリテーション

　
ご
当
地
ソ
ン
グ
は
、
タ
イ
ト
ル
や
歌

詞
に
地
名
や
町
名
を
は
じ
め
、
地
元
の

風
習
、
文
化
、
風
景
な
ど
を
織
り
込
む

こ
と
で
、
地
元
色
を
色
濃
く
出
し
た
楽

曲
で
す
。
布
施
明
さ
ん
の
「
霧
の
摩
周

湖
」
は
道
東
に
観
光
ブ
ー
ム
を
巻
き
起

こ
し
、
美
川
憲
一
さ
ん
の
「
柳
ヶ
瀬
ブ

ル
ー
ス
」
は
地
方
の
歓
楽
街
を
全
国
区

に
押
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
西
多

摩
の
ご
当
地
ソ
ン
グ
を
訪
ね
て
み
ま
し

ょ
う
。

　
奥
多
摩
湖
バ
ス
停
近
く
に
あ
る
赤
い
大
き
な
石
。

表
に
は
「
湖
底
の
故
郷
」
の
歌
詞
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
＝
写
真
︒

　
〽
夕
日
は
赤
し　

身
は
悲
し　

涙
は
熱
く　

ほ
ほ

ぬ
ら
す　

さ
ら
ば
湖
底
の　

わ
が
村
よ　

幼
き
夢
の

　

ゆ
り
か
ご
よ
（
１
番
）

　

作
詞
、
島
田
磬
也
、
作
曲
、
鈴
木
武
男
で
、
小
河

内
ダ
ム
に
沈
む
村
を
モ
チ
ー
フ
に
１
９
３
７
年
に
発

売
さ
れ
、
国
民
的
歌
手
の
東
海
林
太
郎
が
歌
唱
し
、

話
題
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
故
郷
を
離
れ
た

６
０
０
世
帯
、
３
０
０
０
人
の
物
語
が
あ
っ
た
で
し

ょ
う
。
歌
碑
は
１
９
６
６
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

歌
は
そ
の
後
、
あ
き
る
野
出
身
の
三
田

り
ょ
う
（
テ
イ
チ
ク
）
の
歌
唱
で
、
復
刻

さ
れ
歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
に
発
売
さ
れ
た
の
が
、
花

田
真
衣
（
徳
間
ジ
ャ
パ
ン
）
の
「
あ
ゝ
奥

多
摩
」。

　

〽
一
人
降
り
立
つ　

青
梅
駅　

レ
ト
ロ

な
映
画
の　

看
板
に　

何
故
か
涙
が　

こ

ぼ
れ
ま
す　

吉
野
街
道　

梅
ま
つ
り　

あ
ゝ
奥
多
摩　

奥
多
摩
は　

思
い
出
の
町

　

タ
イ
ト
ル
は
奥
多
摩
で
も
１
番
で
は
青

梅
を
う
た
っ
て
い
て
、
青
梅
と
奥
多
摩
の

ご
当
地
ソ
ン
グ
と
言
え
ま
す
。
発
売
の
際

に
は
、
青
梅
市
観
光
協
会
の
定
期
総
会
に

花
田
が
顔
を
出
し
、生
歌
を
披
露
。
議
会
、

行
政
、
商
工
の
顔
役
た
ち
が
、
歌
が
ヒ
ッ

ト
し
、
青
梅
、
奥
多
摩
の
名
が
広
ま
れ
ば
、

と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

作
詞
、
鈴
木
紀
子
、
作
曲
、
桧
ひ
の
き
ば
ら原
さ
と

し
。
２
人
は
長
山
洋
子
の
「
捨
て
ら
れ

て
」
の
大
ヒ
ッ
ト
で
世
に
出
た
コ
ン
ビ
で

し
た
。
そ
の
桧
原
は
名
前
の
通
り
檜
原
村

の
出
身
。
藤
あ
や
子
、
氷
川
き
よ
し
、
原

田
悠
里
ら
に
楽
曲
を
提
供
し
、
第
一
線
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
は
保
岡
直
樹
の
作
詞

で
、
ふ
る
さ
と
へ
の
感
謝
を
込
め
、「
檜

原
忘
れ
路
」
を
作
曲
。
ご
当
地
ソ
ン
グ
の

女
王
と
呼
ば
れ
る
水
森
か
お
り
（
徳
間
ジ

ャ
パ
ン
）
が
歌
唱
し
ま
し
た
。

　

〽
あ
の
日
あ
な
た
と
ふ
た
り
来
た　

秋

川
渓
谷
沢
づ
た
い　

小
鳥
が
さ
え
ず
る　

山や
ま
あ
い間

の　

空
に
切
り
立
つ
神か
の
と戸

岩　

今
も

忘
れ
ぬ
遠
い
夏　

み
ど
り
檜
原　

風
の
さ
と

　

桧
原
は
村
に
Ｃ
Ｄ
１
５
０
枚
を
寄
贈
。

村
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
贈
呈
式
に
は

坂
本
義
次
村
長
を
は
じ
め
役
場
、
議
会
、

観
光
関
係
者
ら
30
人
ほ
ど
が
出
席
。
観
光

Ｐ
Ｒ
に
繋
げ
た
い
と
期
待
を
寄
せ
ま
し

た
。

　

檜
原
村
に
は
こ
の
ほ
か
、
三
橋
美
智
也

歌
唱
の
「
檜
原
山
唄
」
や
カ
ラ
オ
ケ
愛
好

家
の
間
で
根
強
く
歌
わ
れ
る「
檜
原
情
話
」

が
あ
り
ま
す
。「
檜
原
情
話
」
の
発
売
は

28
年
前
。
作
詞
、
上
谷
武
、
作
曲
、
九
条

遥
で
、
檜
原
村
出
身
の
桧
初
子
（
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
）
が
歌
唱
し
ま
し
た
。

　

〽
多
摩
の
奥
地
を 

流
れ
て
も　

命

通
わ
す
払ほ
っ
さ
わ沢
の
滝
よ　

秋
に
な
っ
た
ら 

赤
々
と　

山
の
紅
葉
が
紅
を
さ
す　

影
に

寄
り
添
う 　

檜
原
の
郷
（
２
番
）

　

有
線
で
時
間
を
か
け
て
広
が
り
だ
し
、

カ
ラ
オ
ケ
で
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
伊
庭
末
雄
歌
唱
で
、
羽
村

の
堰
を
う
た
っ
た
「
羽
衣
の
堰
」、
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
大
滝
詠
一
の

「
福
生
ス
ト
ラ
ッ
ト Part 

2
」、 「FU

SSA 

STRU
T PART-1

」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
中
敬
称
略
）

　歌の作詞者、作曲者には楽曲が使用されるごと

に著作権使用料が入ります。俗に印税と言われる

もので、印税にも 10％の消費税が付きます。楽

曲が使用されるとＪＡＳＲＡＣなどの著作権管理

団体に売上の６％が支払われます。この支払額が、

音楽出版社、作詞家、作曲家に取り分に応じて再

分配されるのが印税です。

ご当地ソングを訪ねて

「湖底の故郷」は全国的にヒット
小河内ダムに沈む村をうたう

西多摩散策
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